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『
淮
南
萬
畢
術
』
拾
遺
（
六
）

有
馬

卓
也

『
淮
南
子
』

10
『
淮
南
内
』
と
も
称
さ
れ
る
本
書
は
、
『
淮
南
萬
畢
術
』
の
選
者
で
あ
る
劉
安

が
編
し
た
主
著
で
あ
り
、
本
書
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
淮

南
子
』
中
に
『
萬
畢
』
と
の
重
複
が
存
す
る
こ
と
は
、
既
に
金
谷
治
氏
（
『
老
荘

的
世
界
―
『
淮
南
子
』
の
思
想
―
』
第
一
部
第
二
章
２
（
平
楽
寺
書
店
、1959

）
。
後
に

『
淮
南
子
の
思
想
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、1992

）
）
や
楠
山
春
樹
氏
（
「
淮
南
中
篇
と
淮

南
萬
畢
」
、
秋
月
観
瑛
『
道
教
と
宗
教
文
化
』
（
平
河
出
版
社
、1987

）
所
収
。
後
に
楠
山

春
樹
『
道
家
思
想
と
道
教
』
（
平
河
出
版
社
、1992

）
）
も
言
及
済
み
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
数
十
条
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
る
。

本
稿
で
は
『
淮
南
子
』
の
配
列
に
従
っ
て
、
『
萬
畢
』
の
内
容
に
近
似
す
る
六

五
条
を
提
示
す
る
。
ち
な
み
に
篇
ご
と
の
条
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

俶
真

１

天
文

墜
形

６

時
則

５

覧
冥

10

10

繆
称

１

氾
論

説
山

説
林

９

12

11

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
高
誘
・
許
慎
の
注
も
【
補
】
に
お
い
て
提
示
す
る
。

既
に
拙
稿
「
『
淮
南
萬
畢
術
』
研
究
序
説
」
（
東
洋
古
典
学
研
究

、2015

）
で
言

40

及
し
た
よ
う
に
、『
萬
畢
』
に
施
さ
れ
た
注
は
高
誘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る

説
も
あ
る
（
た
と
え
ば
張
守
節
『
史
記
正
義
』
・
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
・
方
以
智
『
物

理
小
識
』
な
ど
）
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
繆
称
訓
ま
で
の
三
三
条
を
提
示
す
る
。

［
１
］

【
原
文
】

昔
、
公
牛
哀
轉
病
也
、
七
日
化
爲
虎
。
其
兄
掩
戸
而
入
覘
之
、
則
虎
搏
而
殺

之
。
是
故
文
章
成
獸
、
爪
牙
移
易
、
志
與
心
變
、
神
與
形
化
。
方
其
爲
虎
也
、

不
知
其
嘗
爲
人
也
。
方
其
爲
人
也
、
不
知
其
且
爲
虎
也
。
（
俶
眞
訓
）

【
書
き
下
し
】

昔
、
公
牛
哀

転
病[

①]

す
る
や
、
七
日
に
し
て
化
し
て
虎
と
為
る
。
其
の
兄

戸
を
掩
き
て
入
り
て
之
を
覘
へ
ば
、
則
ち
虎
搏
ち
て
之
を
殺
す
。
是
が
故
に
文

ひ
ら

う
か
が

う

章
獣
と
成
り
、
爪
牙
移
易
し
、
志
と
心
と
変
じ
、
神
と
形
と
化
す
。
方
に
其
の

虎
た
る
や
、
其
の
嘗
て
人
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
方
に
其
の
人
た
る
や
、
其

の
且
に
虎
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

【
注
】
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①

高
誘
注
に
従
っ
て
「
易
病
（
変
化
す
る
病
）
」
と
し
て
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

昔
、
牛
哀
は
変
化
す
る
病
と
な
り
、
七
日
後
に
虎
に
変
化
し
た
。
彼
の
兄
が

扉
を
開
い
て
部
屋
に
入
っ
て
様
子
を
う
か
が
う
と
、（
も
と
牛
哀
の
）
虎
は
兄
を

打
ち
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
（
牛
哀
は
）
体
に
（
虎
の
）
文
様
が

浮
か
び
、
爪
や
牙
は
生
え
変
わ
り
、
志
気
は
心
と
共
に
変
化
し
、
精
神
も
肉
体

と
と
も
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。（
虎
と
な
っ
た
牛
哀
は
）
か
つ
て
自
分
が
人
間
だ

っ
た
こ
と
は
も
う
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
人
で
あ
っ
た
時
に
は
、
自
分
が
虎

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

【
補
】

〇

高
誘
注
に
「
転
病
は
易
病
な
り
。
江
淮
の
間
、
公
牛
氏

易
病
あ
り
て
、
化

し
て
虎
と
為
る
。
中
国
の
狂
疾
あ
る
者
は
、
発
作
の

時
に
あ
る
が
ご
と
き
な

り
。
其
の
虎
と
為
る
者
は
、
便
ち
還
っ
て
人
を
食
ふ
。
人
を
食
ふ
者
は
、
因

り
て
真
虎
と
作
る
。
人
を
食
は
ざ
る
者
は
、
更
に
復
化
し
て
人
と
為
る
。
公

牛
氏
は
、
韓
人
、
淮
南
の
人
。
牛
は
芻
を
食
ふ
に
因
り
て
、
之
を
芻
拳
と
謂

ふ
。
此
に
験
あ
り
」
「
其
の
兄
を
殺
す
。
掩
は
読
み
て
奄
と
曰
ふ
。
覘
は
視
な

り
」
と
あ
る
。

○

『
捜
神
記
』
巻
一
二
に
「
魯
の
牛
哀
は
疾
を
得
、
七
日
に
し
て
化
し
て
虎
と

為
る
。
形
態
変
易
し
、
爪
牙
施
し
張
る
。
其
の
兄

戸
を
啓
き
て
入
る
や
、
搏

ち
て
之
を
食
ふ
。
方
に
其
の
人
た
る
や
、
其
の
将
に
虎
と
為
る
を
知
ら
ざ
る

な
り
。
方
に
有
虎
た
る
や
、
其
の
常
に
人
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。

ま
た

○

『
萬
畢
』
（
一
〇
九
）
に
注
の
み
が
残
存
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と
し

て
「
昔
、
公
牛
哀
病
七
日
、
化
而
爲
虎
。
其
兄
啓
戸
而
入
、
虎
搏
而
殺
之
。

方
其
爲
虎
、
不
知
其
嘗
爲
人
也
。
方
其
爲
人
、
不
知
其
且
爲
虎
也
」
と
あ
る
。

本
条
を
『
萬
畢
』
の
注
と
認
定
す
る
に
あ
た
り
葉
徳
輝
は
『
太
平
御
覧
』
八

九
一
が
『
萬
畢
』
の
引
用
に
挟
ん
で
「
又
曰
」
と
し
て
本
条
を
引
用
し
て
い

る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

〇

「
化
」
の
思
想
（
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
の
系
統
。
「
化
」
は
定
期
的
に
お
こ
る

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と
、
不
定
期
に
お
こ
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の
に
分
類

で
き
る
。
時
令
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
（
［

］
～
［

］
な
ど
）
は
、

17

22

当
時
に
あ
っ
て
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

［
２
］

【
原
文
】

月
虛
而
魚
腦
減
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

月
虚
け
て
魚
脳[

①]

減
ず
。

か

【
注
】

①

高
誘
注
に
従
い
「
脳
肉
」
と
解
し
、
［
３
］
［

］
と
の
関
連
か
ら
、
痩
せ

16

る
の
意
味
で
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

月
が
欠
け
る
と
魚
が
痩
せ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
減
は
少
な
り
。
脳
肉
の
満
た
ざ
る
な
り
。
陰
気
に
応
ず
る
を
言

ふ
な
り
」
と
あ
る
。

○

月
の
満
ち
欠
け
に
連
動
す
る
も
の
の
提
示
と
し
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
季
秋
紀

・
精
通
に
「
月
望
な
れ
ば
則
ち
蚌
蛤

実
た
り
。
群
陰
の
盈
な
れ
ば
な
り
。
月
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晦
な
れ
ば
則
ち
蚌
蛤

虚
た
り
。
群
陰
の
虧
く
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
大

戴
礼
』
易
本
命
に
「
蚌
蛤
亀
珠
は
月
と
盛
虚
す
」
と
あ
る
。

○

［
３
］
［

］
と
同
質
で
あ
る
。

16

○

博
物
系
で
あ
る
。
或
は
「
三
日
月
・
新
月
の
頃
の
魚
は
痩
せ
て
い
る
の
で
捕

る
な
」
と
い
う
生
活
の
知
恵
系
。

［
３
］

【
原
文
】

月
死
而
嬴
繖
膲
。（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

月
死
し
て
嬴
繖[

①]

膲
す[

②]

。

【
注
】

①

ハ
マ
グ
リ
。

②

肉
が
落
ち
る
。

【
現
代
語
訳
】

新
月
に
な
る
と
ハ
マ
グ
リ
の
肉
が
痩
せ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
膲
は
読
み
て
物
の
ご
と
し
。
醮
炒
の
醮
な
り
」
と
あ
る
。

○

月
の
満
ち
欠
け
に
連
動
す
る
も
の
の
提
示
と
し
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
季
秋
紀

・
精
通
に
「
月
望
な
れ
ば
則
ち
蚌
蛤

実
た
り
。
群
陰
の
盈
な
れ
ば
な
り
。
月

晦
な
れ
ば
則
ち
蚌
蛤

虚
た
り
。
群
陰
の
虧
く
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
大

戴
礼
』
易
本
命
に
「
蚌
蛤
亀
珠
は
月
と
盛
虚
す
」
と
あ
る
。

○

［
２
］
［

］
と
同
質
で
あ
る
。

16

○

博
物
系
で
あ
る
。
或
は
ハ
マ
グ
リ
を
食
用
と
考
え
れ
ば
「
新
月
の
時
は
ハ
マ

グ
リ
を
捕
る
な
」
と
い
う
生
活
の
知
恵
系
と
な
る
。

［
４
］

【
原
文
】

陽
燧
見
日
、
則
然
而
爲
火
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

陽
燧[

①]

は
日
を
見
れ
ば
、
則
ち
然
え
て
火
を
為
す
。

も

【
注
】

①

凹
状
の
金
属
製
の
盤
。
中
央
に
艾
を
お
い
て
太
陽
に
向
け
る
と
火
を
生
じ

る
。

【
現
代
語
訳
】

陽
燧
は
太
陽
（
の
光
）
に
あ
て
る
と
燃
え
て
火
を
生
じ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
陽
燧
は
金
な
り
。
金
杯
の
縁
な
き
者
を
取
り
て
、
熟
摩
し
て
熱

く
な
ら
し
む
。
日
の
中
す
る
時
、
以
て
日
下
に
当
て
、
艾
を
以
て
之
を
承
く

れ
ば
、
則
ち
燃
え
て
火
を
得
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

［

］
［

］
に
同
じ
。

27

29

○

博
物
系
で
あ
る
。

［
５
］

【
原
文
】

方
諸
見
月
、
則
津
而
爲
水
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

方
諸[
①]
は
月
を
見
れ
ば
、
則
ち
津
ひ
て
水
を
為
す
。

う
る
ほ

『淮南萬畢術』拾遺（六）（有馬）
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【
注
】

①

ハ
マ
グ
リ
の
殻
で
で
き
た
盤
。
満
月
の
時
に
月
に
向
け
れ
ば
水
を
生
じ
る
。

【
現
代
語
訳
】

方
諸
は
月
（
の
光
）
に
あ
て
る
と
、
湿
っ
て
水
を
生
じ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
方
諸
は
陰
燧
、
大
蛤
な
り
。
熟
磨
し
て
熱
く
な
ら
し
む
。
月
の

盛
な
る
時
、
以
て
月
下
に
向
く
れ
ば
、
則
ち
水
を
生
ず
。
銅
盤
を
以
て
之
を

受
く
。
水
を
下
す
こ
と
数
滴
。
先
師
匠
の
説

然
り
」
と
あ
る
。
ま
た
許
慎
（
『
華

厳
経
音
義
』
一
）
注
に
「
方
諸
は
五
石
の
精
も
て
圓
器
を
作
り
杯
に
似
す
。
月

を
迎
へ
ば
、
則
ち
水
を
得
る
な
り
」
、
ま
た
（
『
太
平
廣
記
』
一
六
一
）
に
「
方

諸
は
五
石
の
精
、
圓
器
を
作
り
て
杯
纛
に
似
せ
て
月
を
向
へ
ば
、
則
ち
水
を

得
る
な
り
」
、
ま
た
（
『
太
平
御
覧
』
四
・
『
事
類
賦
』
月
部
）
に
「
諸
は
珠
な
り
、

方
は
石
な
り
。
銅
盤
を
以
て
之
を
受
く
れ
ば
、
水
数
升
を
下
す
」
と
あ
る
。

○

『
萬
畢
』
（
四
）
に
「
方
諸
取
水
」
と
あ
る
。
本
条
を
『
萬
畢
』
と
認
定

す
る
に
あ
た
り
葉
徳
輝
は
『
太
平
御
覧
』
五
八
が
「
萬
畢
術
曰
」
と
し
て
引

用
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

○

［

］
に
同
じ
。

28

○

博
物
系
で
あ
る
。

［
６
］

【
原
文
】

虎
嘯
而
谷
風
至
。（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

虎
嘯
け
ば
谷
風[

①]

至
る
。

【
注
】

①

単
に
谷
に
吹
く
風
と
も
、
東
風
と
も
解
釈
で
き
る
。
後
者
の
場
合
、
万
物

を
成
長
さ
せ
る
風
の
意
と
な
る
。

【
現
代
語
訳
】

虎
が
吠
え
る
と
谷
風
（
東
風
）
が
お
こ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
虎
は
土
物
な
り
。
風
は
木
風
な
り
。
木
は
土
よ
り
生
ず
。
故
に

虎
嘯
き
て
谷
風
至
る
」
と
あ
る
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
九
に
「
高
誘
注
曰
」

と
し
て
「
虎
は
陽
獣
な
り
。
風
と
類
を
同
じ
く
す
」
と
あ
る
。
許
慎
注
（
『
文

選
』
劉
孝
標
「
広
絶
交
論
」
注
・
『
太
平
御
覧
』
九
二
九
・
『
事
類
賦
』
風
部
）
に
「
虎

は
陰
中
陽
の
獣
。
風
と
類
を
同
じ
く
す
」
と
あ
る
。

○

『
萬
畢
』
（
七
七
）
に
「
虎
嘯
則
谷
風
生
」
と
あ
る
。
『
太
平
御
覧
』
八
九

一
・
九
二
九
、
『
事
類
賦
』
虎
部
が
「
萬
畢
曰
」
と
し
て
引
く
。

○

同
類
相
感
を
示
す
博
物
系
。
或
は
東
風
の
到
来
を
予
知
す
る
占
術
系
。
谷
風

に
よ
り
虎
を
避
け
る
と
い
う
生
活
の
知
恵
系
。

［
７
］

【
原
文
】

龍
擧
而
景
雲
屬
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

龍
擧
が
れ
ば
景
雲[

①]

属
す
。

【
注
】

①

瑞
祥
と
し
て
の
雲
。
瑞
雲
。

【
現
代
語
訳
】
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龍
が
天
に
上
る
と
瑞
雲
が
あ
つ
ま
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
龍
は
水
物
な
り
。
雲
は
水
を
生
ず
。
故
に
龍
挙
が
り
て
景
雲
属

す
。
属
は
会
な
り
」
と
あ
る
。
許
慎
注
（
『
太
平
御
覧
』
九
二
九
）
に
「
龍
は
陽

中
陰
の
虫
。
雲
と
類
を
同
じ
く
す
」
と
あ
る
。

○

吉
兆
を
示
す
占
術
系
。

［
８
］

【
原
文
】

麒
麟
闘
而
日
月
食
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

麒
麟[

①]

闘
へ
ば
日
月
食
す
。

【
注
】

①

麒
麟
同
士
が
戦
う
と
も
と
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
麒
を
雄
、
麟
を
雌
と
す
る

解
釈
に
従
っ
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

麒
麟
が
（
雌
雄
で
）
闘
え
ば
、
日
蝕
・
月
蝕
が
お
こ
る
。

【
補
】

○

許
慎
注
（
『
初
学
記
』
一
・
『
事
類
賦
』
日
部
）
に
「
麒
麟
は
大
角
の
獣
。
故
に

日
月
と
相
動
く
」
と
あ
る
。

○

許
慎
注
に
従
え
ば
同
類
相
感
と
な
る
。

○

凶
兆
を
示
す
占
術
系
。

［
９
］

【
原
文
】

鯨
魚
死
而
彗
星
出
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

鯨
魚
死
せ
ば
彗
星
出
づ
。

【
現
代
語
訳
】

鯨
が
死
ね
ば
彗
星
が
あ
ら
わ
れ
る
。

【
補
】

○

許
慎
注
（
『
一
切
経
音
義
』
一
九
・
『
太
平
御
覧
』
九
三
八
）
に
「
鯨
は
海
中
の
魚

の
王
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
（
『
初
学
記
』
一
）
に
「
彗
は
旧
を
除
き
新
を
布

く
な
り
」
と
あ
る
。

○

同
類
相
感
。
凶
兆
を
示
す
占
術
系
。

○

［

］
に
同
じ
。

26

［

］
10【

原
文
】

蠶
珥
絲
而
商
弦
絶
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

蠶

絲
を
珥
け
ば
商
弦[

①]

絶
ゆ
。

は

【
注
】

①

商
は
音
を
清
濁
高
下
に
よ
っ
て
分
類
し
た
五
音
（
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
）

の
一
つ
。
五
声
と
も
言
う
。

【
現
代
語
訳
】

蚕
が
糸
を
吐
き
は
じ
め
る
と
、
商
音
の
弦
が
切
れ
る
。
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【
補
】

○

高
誘
注
に
「
蠶
老
絲
成
り
、
中
よ
り
外
に
徹
り
、
之
を
視
る
に
金
精
珥
の
如

く
、
表
裏
見
ゆ
。
故
に
珥
絲
と
曰
ふ
。
一
に
絲
を
口
に
弄
す
と
曰
ふ
。
高
音

は
清
。
弦
は
細
く
し
て
急
な
り
。
故
に
先
に
絶
つ
な
り
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
。
も
し
く
は
蚕
が
糸
を
吐
き
繭
を
作
り
始
め
る
頃
に
は
、
商
音
の
弦

が
切
れ
や
す
い
と
い
う
生
活
の
知
恵
系
。

○

[
]

に
同
じ
。

24

［

］
11【

原
文
】

賁
星
墜
而
勃
海
决
。
（
天
文
訓
）

【
書
き
下
し
】

賁
星[

①]

墜
ち
て
勃
海[

②]

决
す
。

【
注
】

①

流
星
。
賁
は
走
る
の
意
。

②

渤
海
に
同
じ
。

【
現
代
語
訳
】

流
星
が
落
ち
る
と
渤
海
が
溢
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
賁
星
は
客
星
（
常
に
は
見
え
な
い
星
）
な
り
。
又
女
星
に
作
る
。

墜
隕
な
り
。
勃
は
大
な
り
。
决
は
溢
る
る
な
り
」
と
あ
る
。
許
慎
注
（
『
開
元

占
経
』
七
四
）
に
「
奔
星
は
流
星
な
り
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
で
あ
ろ
う
か
。
本
条
の
記
述
の
み
で
は
判
然
と
し
な
い
。

［

］
12【

原
文
】

磁
石
上
飛
。
（
墜
形
訓
）

【
書
き
下
し
】

磁
石
は
上
に
飛
ぶ
。

【
現
代
語
訳
】

磁
石
は
も
の
を
（
ひ
き
つ
け
）
上
げ
る
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
（
一
一
）
（
二
五
）
に
も
磁
石
に
関
す
る
記
述
は
見
え
る
。
ま
た
、

磁
石
を
用
い
た
術
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
に
武
帝
に
取
り
入
っ
た
方
士
鸞
大

の
記
述
も
あ
る
。

○

磁
石
の
同
極
同
士
が
反
発
し
合
う
こ
と
に
基
づ
く
博
物
系
・
科
学
系
で
あ

る
。

［

］
13【

原
文
】

雲
母
來
水
。
（
墜
形
訓
）

【
書
き
下
し
】

雲
母
は
水
を
来
す
。

【
現
代
語
訳
】

雲
母
は
水
を
も
た
ら
す
。

【
補
】

○

『
萬
畢
』
（
二
三
）
に
も
雲
母
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
傷
を
負
わ
な
い

た
め
の
呪
術
的
効
能
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

〇

雲
母
は
五
行
の
金
に
属
す
る
か
ら
、
単
純
に
「
金
生
水
」
を
述
べ
た
博
物
系
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と
も
解
せ
る
が
、
雲
母
は
仙
薬
の
材
料
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
も
雲
母

が
生
じ
た
水
が
仙
薬
的
な
効
能
を
持
つ
薬
物
系
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

な
お
、
雲
母
を
仙
薬
の
材
料
と
し
て
詳
細
に
語
る
も
の
に
『
抱
朴
子
』
金
丹

・
仙
薬
・
黄
白
の
諸
篇
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
雲
母
を
煎
じ
た
り
粉

末
に
し
た
り
す
る
例
の
み
で
あ
る
。

［

］
14【

原
文
】

土
龍
致
雨
。
（
墜
形
訓
）

【
書
き
下
し
】

土
龍
［
①
］

は
雨
を
致
す
。

【
注
】

①

雨
乞
い
の
た
め
の
土
製
の
龍
。

【
現
代
語
訳
】

土
龍
は
雨
を
も
た
ら
す
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
湯
は
旱
に
遭
へ
ば
、
土
龍
を
作
り
て
以
て
龍
に
象
ど
る
。
雲
は

龍
に
従
ふ
が
故
に
雨
を
致
す
な
り
」
と
あ
る
。
許
慎
注
（
『
初
学
記
』
一
・
『
白

帖
』
二
・
『
太
平
御
覧
』
一
一
・
『
歳
華
紀
麗
』
二
注
）
に
「
湯
は
旱
に
遭
へ
ば
、

土
龍
を
作
り
て
以
て
龍
の
雲
に
従
ふ
に
象
ど
る
な
り
」
と
あ
る
。
陶
方
埼
は

こ
の
部
分
は
許
慎
注
が
混
入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

○

雨
乞
い
に
関
す
る
呪
術
系
。

［

］
15【

原
文
】

燕
雁
代
飛
。
（
墜
形
訓
）

【
書
き
下
し
】

燕
雁
は
代
り
て
飛
ぶ
。

【
現
代
語
訳
】

燕
と
鴈
は
（
春
と
秋
に
）
代
わ
る
代
わ
る
飛
来
す
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
燕
は
玄
鳥
な
り
。
春
分
に
し
て
来
る
。
鴈
は
春
分
に
し
て
北
し
、

漠
中
に
詣
る
な
り
。
燕
は
秋
分
に
し
て
去
り
、
鴈
は
秋
分
に
し
て
南
し
、
彭

蓋
に
詣
る
な
り
。
故
に
代
り
て
飛
ぶ
と
曰
ふ
。
代
は
更
な
り
」
と
あ
る
。

○

博
物
系
。

［

］
16【

原
文
】

蛤
蟹
珠
龜
、
與
月
盛
衰
。
（
墜
形
訓
）

【
書
き
下
し
】

蛤
蟹
珠
亀
は
、
月
に
与
ひ
て
盛
衰[

①]

す
。

し
た
が

【
注
】

①

こ
こ
で
は
、
蛤
・
蟹
・
亀
に
つ
い
て
は
肉
付
き
の
こ
と
を
、
珠
に
つ
い
て

は
つ
ぶ
の
大
小
を
言
っ
た
も
の
と
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

蛤
・
蟹
・
真
珠
・
亀
は
、
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ
て
肥
え
た
り
痩
せ
た
り
す

る
。
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【
補
】

○

高
誘
注
に
「
与
は
猶
ほ
随
の
ご
と
き
な
り
」
と
あ
る
。

○

『
呂
氏
春
秋
』
季
秋
紀
・
精
通
に
「
月
望
な
れ
ば
則
ち
蚌
蛤

実
た
り
。
群

陰
の
盈
な
れ
ば
な
り
。
月
晦
な
れ
ば
則
ち
蚌
蛤

虚
た
り
。
群
陰
の
虧
く
れ
ば

な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
大
戴
礼
』
易
本
命
に
「
蚌
蛤
亀
珠
は
月
と
盛
虚
す
」

と
あ
る
。

○

同
類
相
感
。
収
穫
時
期
を
示
す
生
活
の
知
恵
系
。

○

［
２
］
［
３
］
と
同
質
で
あ
る
。

［

］
17【

原
文
】

立
冬
燕
雀
入
海
化
爲
蛤
。
（
墜
形
訓
）

【
書
き
下
し
】

立
冬
に
燕
雀
は
海
に
入
り
化
し
て
蛤
と
為
る
。

【
現
代
語
訳
】

立
冬
の
日
、
燕
や
雀
は
海
に
入
っ
て
蛤
に
変
化
す
る
。

【
補
】

〇

[
]

と
同
質
で
あ
る
。

21

○

化
の
思
想
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
。
博
物
系
で
あ
る
。

○

本
条
に
関
連
し
て
『
五
雑
組
』
巻
二
（
天
部
二
）
に
記
述
が
あ
る
の
で
提
示

し
て
お
く
。
「
雀
は
大
水
に
入
り
て
蛤
と
為
る
は
、
北
方
の
人

常
に
之
を
習

ひ
見
る
。
季
秋
に
至
る
毎
に
、
千
百
羣
を
為
し
て
飛
噪
し
て
水
濱
に
至
り
、

簸
蕩
旋
舞
す
る
こ
と
数
四
に
し
て
、
而
る
後
に
入
る
。
其
の
蛤
と
為
る
か
否

か
は
、
得
て
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
冬
月
に
何
ぞ
嘗
て
雀
な
か

ら
ん
や
。
或
は
変
ず
る
所
の
者
は
又
是
れ
一
種
の
み
な
る
か
。
或
は
亦
尽
く

は
変
ぜ
ざ
る
者
に
し
て
、
鷹
の
鳩
に
化
し
、
雉
の
蜃
に
化
す
る
の
類
の
如
き

も
の
あ
る
か
」
と
。

［

］
18【

原
文
】

（
仲
春
）
鷹
化
爲
鳩
。
（
時
則
訓
）

【
書
き
下
し
】

（
仲
春
）
鷹

化
し
て
鳩
と
為
る
。

【
現
代
語
訳
】

鷹
が
鳩
に
変
化
す
る
。

【
補
】

○

『
呂
氏
春
秋
』
仲
春
紀
・
仲
春
、
『
礼
記
』
月
令
（
仲
春
）
、
『
大
戴
記
』
夏

小
正
（
一
月
）
に
も
同
文
が
見
え
る
。
ま
た
『
礼
記
』
王
制
に
は
「
鳩

化
し

て
鷹
と
為
る
」
と
あ
る
。

〇

高
誘
注
に
「
鷹
化
し
て
鳩
と
為
る
は
、
喙
の
正
直
に
し
て
、
鷙
へ
搏
た
ざ
れ

と
ら

う

ば
な
り
。
鳩
は
布
穀
と
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
礼
記
』
鄭
玄
注
に
は

「
鳩
は
穀
を
搏
つ
」
と
あ
る
。

う

○

『
捜
神
記
』
巻
一
二
に
「
春
分
の
日
に
鷹

変
じ
て
鳩
と
為
り
、
秋
分
の
日

に
鳩

変
じ
て
鷹
と
為
る
は
、
時
の
化
せ
し
む
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

化
の
思
想
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
。
博
物
系
で
あ
る
。
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［

］
19【

原
文
】

（
季
春
）
田
鼠
化
爲
台
。
（
時
則
訓
）

【
書
き
下
し
】

（
季
春
）
田
鼠[

①]

化
し
て
台[

②]

と
為
る
。

【
注
】

①

モ
グ
ラ
・
イ
タ
チ
・
ネ
ズ
ミ
の
類
。

②

ウ
ズ
ラ
。

【
現
代
語
訳
】

モ
グ
ラ
・
イ
タ
チ
・
ネ
ズ
ミ
の
類
が
ウ
ズ
ラ
に
変
化
す
る
。

【
補
】

○

『
呂
氏
春
秋
』
季
春
紀
・
季
春
、
『
礼
記
』
月
令
（
季
春
）
、
『
大
戴
記
』
夏

小
正
（
三
月
）
に
同
文
が
見
え
る
。

〇

高
誘
注
に
「
田
鼠
は
夾
・
嫺
・
鼠
な
り
。
台
は
鶉
な
り
。
青
・
徐
に
は
之

モ
グ
ラ

イ
タ
チ

を
態
と
謂
ひ
、
幽
・
冀
に
は
之
を
鶉
と
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
。

○

化
の
思
想
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
。
博
物
系
で
あ
る
。

［

］
20【

原
文
】

（
季
夏
）
腐
草
化
爲
縋
。
（
時
則
訓
）

【
書
き
下
し
】

（
季
夏
）
腐
草

化
し
て
縋
［
①
］

と
為
る
。

【
注
】

①

ヤ
ス
デ
。

【
現
代
語
訳
】

腐
っ
た
草
が
ヤ
ス
デ
に
変
化
す
る
。

【
補
】

○

『
呂
氏
春
秋
』
季
春
紀
・
季
春
に
同
文
が
見
え
る
。
『
礼
記
』
月
令
（
季
春
）

に
「
腐
草

蛍
と
為
る
」
と
あ
る
。

〇

高
誘
注
に
「
縋
は
馬
篶
な
り
。
幽
・
冀
に
は
之
を
秦
渠
と
謂
ふ
。
縋
は
読
み

ヤ
ス
デ

て
奚
徑
の
徑
な
り
」
と
あ
る
。

○

『
捜
神
記
』
巻
一
二
に
「
腐
草
の
蛍
と
為
る
。
…
…
此
れ
無
知
よ
り
化
し
て

有
知
と
為
る
。
気
の
易
は
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

化
の
思
想
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
。
博
物
系
で
あ
る
。

［

］
21【

原
文
】

（
季
秋
）
賓
雀
入
大
水
爲
蛤
。
（
時
則
訓
）

【
書
き
下
し
】

（
季
秋
）
賓
雀
［
①
］

大
水
に
入
り
て
蛤
と
為
る
。

【
注
】

①

高
誘
注
に
よ
り
人
家
の
軒
下
に
巣
を
作
っ
た
雀
と
解
し
て
お
く
。
な
お
『
礼

記
』
月
令
は
「
賓
」
を
上
文
の
「
鴻
鷹
来
」
に
接
続
さ
せ
て
お
り
、
「
鴻
鷹
来

賓
し
、
爵

大
水
に
入
り
て
蛤
と
為
る
」
と
い
う
読
み
も
成
立
す
る
が
、
こ
こ

で
は
高
誘
注
に
従
う
。

【
現
代
語
訳
】

軒
に
住
む
雀
が
海
に
入
っ
て
ハ
マ
グ
リ
に
変
化
す
る
。

【
補
】

『淮南萬畢術』拾遺（六）（有馬）
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○

『
呂
氏
春
秋
』
季
秋
紀
・
季
秋
、
『
礼
記
』
月
令
（
季
秋
）
、
『
大
戴
礼
記
』

夏
小
正
（
九
月
）
に
「
賓
爵

大
水
に
入
り
て
蛤
と
為
る
」
と
あ
る
。

〇

高
誘
注
に
「
賓
雀
は
老
雀
な
り
。
人
の
堂
宇
の
間
に
栖
宿
し
、
賓
客
の
如
き

者
な
り
。
故
に
之
を
賓
と
謂
ふ
。
大
水
は
海
水
な
り
。
伝
に
曰
く
「
雀

海
に

入
り
て
蛤
と
為
る
」
と
」
と
あ
る
。
許
慎
注
（
『
太
平
御
覧
』
九
四
一
）
に
「
雀

は
屋
に
依
る
。
雀
は
本

飛
鳥
な
り
。
陽
の
下
る
に
随
ひ
て
蔵
す
。
故
に
蛤
と

為
る
」
と
あ
る
。

○

『
捜
神
記
』
巻
一
二
に
「
百
年
の
雀
は
海
に
入
り
て
蛤
と
為
る
。
…
…
数
の

至
ら
し
む
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

化
の
思
想
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
。
博
物
系
で
あ
る
。

○

［

］
と
同
質
で
あ
る
。

17

〇

本
条
に
関
連
し
て
、
『
五
雑
組
』
巻
九
（
物
部
一
）
に
記
述
が
あ
る
の
で
提
示

し
て
お
く
。
「
『
淮
南
子
』
に
「
季
秋
の
月
、
鷹

来
賓
す
。
雀

大
水
に
入
り

て
蛤
と
為
る
」
と
。
来
賓
と
は
、
初
秋
に
先
に
来
る
者
を
主
と
為
し
、
而
し

て
季
秋
に
至
る
者
を
賓
と
為
す
な
り
。
許
叔
重
の
解
は
「
鷹
来
る
」
を
以
て

句
と
為
し
て
曰
く
「
賓
雀
は
老
雀
な
り
。
人
家
に
棲
宿
す
る
こ
と
、
賓
客
の

如
く
然
り
」
と
。
崔
豹
『
古
今
注
』
も
亦
云
ふ
「
雀

一
名
は
嘉
賓
」
と
。
必

ず
考
ふ
る
所
あ
り
。
今

此
に
記
す
」
と
。

［

］
22【

原
文
】

（
孟
冬
）
雉
入
大
水
爲
蜃
。
（
時
則
訓
）

【
書
き
下
し
】

（
孟
冬
）
雉

大
水
［
①
］

に
入
り
て
蜃
［
②
］

と
為
る
。

【
注
】

①

高
誘
注
・
『
礼
記
』
鄭
玄
注
・
『
大
戴
礼
記
』
夏
小
正
に
従
っ
て
、
淮
水
と

解
し
て
お
く
。

②

『
本
草
綱
目
』
に
は
蜃
を
龍
の
一
種
と
す
る
説
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
『
礼
記
』
月
令
（
孟
冬
）
の
鄭
玄
注
「
大
蛤
を
蜃
と
曰
ふ
」
に
従
っ
て
オ

オ
ハ
マ
グ
リ
と
解
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

キ
ジ
が
淮
水
に
入
っ
て
オ
オ
ハ
マ
グ
リ
に
変
化
す
る
。

【
補
】

○

『
呂
氏
春
秋
』
孟
冬
紀
・
孟
冬
、
『
礼
記
』
月
令
（
孟
冬
）
に
同
文
が
見
え

る
。
『
大
戴
礼
記
』
夏
小
正
（
一
〇
月
）
に
「
玄
雉

淮
に
入
り
て
蜃
と
為
る
」

と
あ
る
。

〇

高
誘
注
に
「
蜃
は
蛤
な
り
。
大
水
は
淮
な
り
。
伝
に
曰
く
「
雉

淮
に
入
り

て
蜃
と
為
る
」
と
」
と
あ
る
。

○

『
捜
神
記
』
巻
一
二
に
「
千
歳
の
雉
は
海
に
入
り
て
蜃
と
為
る
。
…
…
数
の

至
ら
し
む
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

化
の
思
想
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）
。
博
物
系
で
あ
る
。

〇

本
条
の
「
蜃
」
の
解
釈
に
関
し
て
、
『
五
雑
組
』
巻
九
（
物
部
一
）
に
記
述
が

あ
る
の
で
提
示
し
て
お
く
。「
『
爾
雅
』
に
曰
く
「
蜃
の
小
な
る
者
は
檸
な
り
」

と
。
是
れ
蜃
を
以
て
蚌
の
属
と
為
す
。
羅
願
（
『
爾
雅
翼
』
巻
三
）
曰
く
「
蜃

は
大
蛤
な
り
」
と
。
故
に
海
中
の
車
螯
も
亦
之
を
蜃
と
謂
ふ
者
あ
り
。
然
れ

ど
も
古
人
は
蛟
・
蜃
を
同
称
す
る
こ
と
蚌
・
蛤
の
属
の
ご
と
し
。
豈
に
能
く

変
化
し
て
人
に
害
を
為
す
や
。
陸
佃
の
『
埤
雅
』
に
云
ふ
「
蜃
の
形
は
蛇
の

如
く
に
し
て
大
な
り
。
腰
よ
り
以
下
は
鱗
尽
く
逆
だ
つ
」
と
。
一
に
曰
く
「
状
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は
螭
龍
に
似
て
、
耳
あ
り
角
あ
り
。
気
を
嘘
せ
ば
樓
台
を
成
す
」
と
。
然
ら

ば
則
ち
蜃
に
二
種
あ
り
て
、
海
市
蜃
樓
、
及
び
許
遜
の
誅
せ
し
所
の
者
は
、

必
ず
檸
蛤
に
非
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
又

雉
は
大
水
に
入
り
て
蜃
と
為
る

と
は
、
雉
は
本
蛇
の
化
す
る
所
に
し
て
、
晋
の
武
庫
の
中
よ
り
雉
飛
び
て
蛇

も
と

蛻
を
得
と
は
是
れ
な
り
。
則
ち
其
の
水
に
入
り
て
蜃
と
為
る
と
は
、
亦
其
の

類
に
従
ふ
の
み
。
而
る
に
羅
氏
の
以
て
蛤
と
為
す
は
、
倶
に
誤
り
な
り
」
と
。

［

］
23【

原
文
】

東
風
至
而
酒
湛
溢
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

東
風
［
①
］

至
り
て
酒
湛
［
②
］

溢
る
。

あ
ふ

【
注
】

①

春
風
。

②

清
酒
の
下
に
沈
殿
す
る
糟
。

【
現
代
語
訳
】

春
風
が
吹
く
と
酒
が
発
酵
す
る
。

【
補
】

〇

高
誘
注
に
「
東
風
は
木
風
な
り
。
酒
湛
は
清
酒
な
り
。
米
物
は
下
湛
す
。
故

に
湛
と
曰
ふ
。
木
の
味
は
酸
。
酸
は
風
の
酒
に
入
る
が
故
に
、
酒
酢
し
。
而

し
て
湛
な
る
者
は
沸
溢
す
。
物
類
の
相
感
ず
る
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
（
『
太

平
御
覧
』
九
所
引
高
誘
注
）
「
東
風
は
大
風
な
り
。
酒
沈
は
清
酌
酒
な
り
。
米
物

は
下
沈
す
。
木
の
味
は
酸
。
酸
は
風
の
酒
に
入
る
が
故
に
、
酢
し
。
而
し
て

沈
す
る
者
は
沸
す
。
蓋
し
物
類
の
相
感
ず
る
な
り
」
と
あ
る
。
許
慎
注
（
『
太

平
広
記
』
一
九
一
・
『
事
類
賦
』
風
部
）
に
「
東
方
は
震
方
な
り
。
酒
汎
は
清
酒

な
り
。
木
の
味
は
酸
。
相
感
ず
る
が
故
な
り
」
と
あ
る
。

○

同
類
相
感
。
酒
作
り
に
関
す
る
生
活
の
知
恵
系
。

［

］
24【

原
文
】

蠶
咡
絲
而
商
絃
絶
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

蠶

絲
を
徠
き
て
商
弦
絶
ゆ
。

い
と

は

【
現
代
語
訳
】

蚕
が
糸
を
吐
き
は
じ
め
る
と
、
商
音
の
弦
が
切
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
老
蠶
は
絲
を
口
よ
り
上
下
す
。
故
に
絲
を
咡
く
と
曰
ふ
。
新
た

に
絲
の
出
づ
る
が
故
に
、
絲

脆
し
。
商
は
五
音
に
於
て
最
も
細
く
し
て
急
な

よ
わ

る
が
故
に
絶
つ
な
り
。
咡
は
或
は
蘗
に
作
る
。
蠶
の
老
い
し
時
、
絲
は
身
中

に
在
り
。
正
黄
に
し
て
、
見
を
外
に
達
す
。
蘗
の
如
き
な
り
。
商
は
西
方
金

の
音
な
り
。
蠶
は
午
火
な
り
。
火
壮
な
れ
ば
金
困
ず
。
商
に
応
ず
る
の
み
。

或
は
新
故
の
相
感
ず
る
者
あ
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

[
]

に
同
じ
。

10

○

博
物
系
。
も
し
く
は
蚕
が
糸
を
吐
き
繭
を
作
り
始
め
る
頃
に
は
、
商
音
の
弦

が
切
れ
や
す
い
と
い
う
生
活
の
知
恵
系
。
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［

］
25【

原
文
】

畫
随
灰
而
月
運
闕
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

画

灰
に
随
ひ
て
［
①
］

月
運
［
②
］

闕
く
。

【
注
】

①

高
誘
注
に
従
っ
て
、
蘆
の
灰
を
窓
の
下
の
月
光
が
照
ら
す
と
こ
ろ
に
ま
い

て
、
そ
こ
に
円
を
描
き
、
そ
の
一
部
を
消
し
去
っ
て
円
を
開
け
ば
、
の
意

に
解
し
て
お
く
。

②

月
暈
に
同
じ
。
月
の
周
り
に
で
き
る
輪
状
の
雲
気
。

【
現
代
語
訳
】

（
窓
の
下
の
月
光
が
照
ら
す
所
に
ま
い
た
）
灰
に
描
い
た
円
（
を
開
く
）
に
従
っ
て

月
暈
も
欠
け
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
運
は
読
み
て
運
圍
の
圍
な
り
。
運
は
軍
な
り
。
将
に
軍
事
に
相

い
圍
み
守
る
こ
と
あ
ら
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
月
運
の
出
で
る
な
り
。
蘆
草
の

灰
を
以
て
冽
下
の
月
光
中
に
随
ひ
、
圜
画
し
て
、
其
の
一
面
を
缼
け
ば
、
則

ち
月
運
も
亦
上
に
缼
く
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

月
暈
が
出
た
際
に
、
そ
れ
を
消
す
た
め
の
呪
術
。
高
誘
注
に
よ
れ
ば
、
月
暈

は
城
（
都
市
）
が
包
囲
さ
れ
る
凶
兆
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
凶
兆
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
の
呪
術
系
。

［

］
26【

原
文
】

鯨
魚
死
而
彗
星
出
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

鯨
魚
死
せ
ば
彗
星
出
づ
。

【
現
代
語
訳
】

鯨
が
死
ね
ば
彗
星
が
あ
ら
わ
れ
る
。

【
補
】

○

高
誘
注
に
「
鯨
魚
は
大
魚
。
蓋
し
長
数
里
。
海
辺
に
死
す
。
魚
の
身
は
賤
し

き
な
り
。
彗
星

為
に
変
異
し
、
人
に
之
れ
害
あ
る
な
り
。
類
の
相
動
く
な
り
」

と
あ
る
。

○

同
類
相
感
。
凶
兆
を
示
す
占
術
系
。

〇

[

９]

に
同
じ
。

［

］
27【

原
文
】

夫
陽
燧
取
火
於
日
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

夫
れ
陽
燧
［
①
］

は
火
を
日
に
取
る
。

【
注
】

①

通
常
、
こ
の
部
分
は
王
念
孫
の
説
に
従
っ
て
「
陽
」
字
を
削
除
す
る
が
、

［
４
］
が
「
陽
燧
」
に
作
る
の
で
従
わ
な
い
。

【
現
代
語
訳
】

陽
燧
は
太
陽
か
ら
火
を
取
る
。
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【
補
】

○

［
４
］
［

］
に
同
じ
。

29

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
28【

原
文
】

方
諸
取
露
於
月
。（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

方
諸
は
露
を
月
に
取
る
。

【
現
代
語
訳
】

方
諸
は
月
か
ら
水
を
取
る
。

【
補
】

○

［

］
［

］
に
対
す
る
高
誘
注
に
「
水
火
は
太
極
に
従
ひ
て
来
り
、
人
の

27

28

手
中
に
在
り
。
能
く
説
き
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。

○

『
萬
畢
』
（
四
）
に
「
方
諸
取
水
」
と
あ
る
。
本
条
を
『
萬
畢
』
と
認
定

す
る
に
あ
た
り
葉
徳
輝
は
『
太
平
御
覧
』
五
八
が
「
萬
畢
術
曰
」
と
し
て
引

用
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

○

［
５
］
に
同
じ
。

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
29【

原
文
】

夫
燧
之
取
火
於
日
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

夫
燧
［
①
］

は
火
を
日
に
取
る
。

【
注
】

①

王
念
孫
が[

]

の
注
で
「
陽
」
字
を
削
除
す
る
の
は
、
こ
こ
に
「
夫
燧
」

27

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
「
夫
燧
」
の
ま
ま
と
し
、
「
陽
燧
」
の
意
で

解
釈
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

陽
燧
は
太
陽
か
ら
火
を
取
る
。

【
補
】

○

［
４
］[

]

に
同
じ
。

27

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
30【

原
文
】

磁
石
之
引
鐵
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

慈
石
は
鐵
を
引
く
。

【
現
代
語
訳
】

磁
石
は
鉄
を
引
き
寄
せ
る
。

【
補
】

○

［

］
と
同
質
。

12

○

博
物
系
で
あ
る
。
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［

］
31【

原
文
】

蟹
之
破
漆
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

蟹
は
漆
を
破
る
［
①
］
。

【
注
】

①

『
本
草
綱
目
』
巻
四
五
・
蟹
に
「
弘
景
曰
く
、
仙
方
に
之
を
用
う
。
漆
を

化
し
て
水
と
為
す
。
之
を
服
す
れ
ば
長
生
す
」
と
あ
り
、
ま
た
「
頌
に
曰
く
、

其
の
黄
は
能
く
漆
を
化
し
て
水
と
為
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
う
。

【
現
代
語
訳
】

カ
ニ
（
ミ
ソ
）
は
漆
を
（
水
に
）
変
化
さ
せ
る
。

【
補
】

○

博
物
系
で
あ
る
。
或
は
仙
薬
系
、
ま
た
は
漆
か
ぶ
れ
を
直
す
経
験
医
学
の
薬

物
系
。

［

］
32【

原
文
】

葵
之
郷
日
。
（
覽
冥
訓
）

【
書
き
下
し
】

葵

は
日
に
郷
ふ
。

ひ
ま
わ
り

む
か

【
現
代
語
訳
】

ヒ
マ
ワ
リ
（
の
花
）
は
太
陽
に
向
か
う
。

【
補
】

○

博
物
系
で
あ
る
。

［

］
33【

原
文
】

天
雄
・
烏
喙
、
藥
之
凶
毒
也
、
良
醫
以
活
人
。
（
繆
称
訓
）

【
書
き
下
し
】

天
雄
・
烏
喙
［
①
］

は
、
薬
の
凶
毒
な
る
も
の
な
る
も
、
良
医
は
以
て
人
を
活

う

か

ん

か
す
。

【
注
】

①

と
も
に
ト
リ
カ
ブ
ト
の
一
種
。
『
廣
雅
』
釋
草
に
「
一
歳
を
嗄
子
と
為
し
、

二
歳
を
烏
喙
と
為
し
、
三
歳
を
附
子
と
為
し
、
四
歳
を
烏
頭
と
為
し
、
五
歳

を
天
雄
と
為
す
」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

天
雄
と
烏
喙
は
薬
の
中
で
も
毒
性
の
強
い
も
の
だ
が
、
す
ぐ
れ
た
医
者
は
こ

れ
ら
を
用
い
て
患
者
を
治
す
。

【
補
】

○

天
雄
・
烏
喙
を
薬
材
と
し
た
記
述
が
『
萬
畢
』（
三
五
・
六
六
天
雄
）
（
一
七
烏

喙
）
に
あ
る
。

○

経
験
医
学
に
基
づ
く
薬
物
系
で
あ
る
。
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